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『身体活動研究センター』
概要

1

背景・社会的意義等

◆ “身体を動かすことは健康に良い”  ことは常識となっているが、歩数や運動習慣者の割合は減少傾向  にある。

◆ 健康やウェルビーイングに効果的な  身体活動、運動、座位行動、体力の詳細情報が不足  している。

◆ ガイドライン  や  臨床的知見  を基盤に最良のエビデンスを提示し、実装を通して  社会全体を  active にしたい。

令和７年度実績・成果

① 新規研究の立ち上げ（10件）

② 摂津スタディのデータ運用開始（13テーマ）

③ 身体活動・運動ガイド2023とその関連情報の一斉公開（身体活動ガイドライン研究室HPの大幅改訂）

④ 論文：2 ／  学会発表：8 ／  シンポジウム・講演：10 ／  外部資金獲得：13 ／  執筆：8 ／  取材：2

ポイント

◆ 研究体制および基盤の構築を重視した。

◆ 身体活動ガイドラインの  改訂をリードする体制  を整えた。

◆ 臨床現場  における身体活動研究の計画を練った。

◆ 災害時など特殊環境  での身体活動不足に抗えるまちづくり
に取り組んだ。



『身体活動研究センター』のミッション
概要

2

◆ 科学的根拠を創出する基盤的・開発的研究

✓ 日本人 の身体活動（運動、座位行動、体力を含む）の 実態 を明らかにする。

✓ 身体活動（運動、座位行動、体力を含む）の 健康影響 を明らかにする。

◆ 指針作成、社会実装並びに政策提言に関する研究

✓ 身体活動関連の 指針の策定・政策提言 に資する知見を創出する。

✓ 身体活動関連の 指針の社会実装 に資する知見を創出する。

◆ 国際協力・地域連携

✓ 持続可能な社会に向けた 国際協力を行う。

✓ 地域社会との連携による 共同研究 を行う。

2022-2028年度 中長期計画に基づく



『身体活動研究センター』の研究プロジェクト（令和７年度）
概要

3

◆ 科学的根拠を創出する基盤的・開発的研究

✓ 国民健康・栄養調査 の歩数調査における標準機器と従来の歩数計を用いた 妥当性研究

✓ ウェラブルデバイス等の使用状況 に関する実態調査（身体活動ガイドライン研究室）

✓ 大規模災害 後の避難高齢者の介護予防に資する 環境設定・運動促進 のための方策の検討（運動疫学研究室）

✓ 共生に向けた 認知症早期発見・早期介入 実証プロジェクト研究（J-DEPP）（運動疫学研究室、南里先生と共同）

✓ 大腸がん患者 における身体活動が社会アウトカムに与える効果検証（運動疫学研究室、基盤研と共同）

✓ オフィスワーカーが勤務中に 立つ理由 の記述疫学（ウェルビーイング研究室）

✓ 摂津スタディ（ウェルビーイング研究室）

 たんぱく質摂取と身体的・精神的状態に関する研究（味の素）（臨床栄養研究センター 南里先生と共同）

✓ 加速度計による身体活動と ウェルビーイング との関連解析（ウェルビーイング研究室、南里先生と共同）

◆ 指針作成、社会実装並びに政策提言に関する研究

✓ 次回ガイドライン改訂に資する システマティックレビュー プロジェクト（身体活動ガイドライン研究室）

✓ 身体活動・運動ガイド2023の 普及活動（身体活動ガイドライン研究室）

✓ 要介護・生活習慣病予防に資する 筋力トレーニングプログラム の実証研究（ウェルビーイング研究室）

◆ 国際協力・地域連携

✓ Around the Clock Terminology Consortium（24時間用語コンソーシアム）への参加（ウェルビーイング研究室）

✓ 大阪府 健康格差の解決プログラム促進事業の推進（運動疫学研究室・ウェルビーイング研究室）

✓ 吹田市 危機管理室との共同研究（災害時ガイドライン改訂等）（運動疫学研究室、産官学連携研究センターと共同）

✓ 摂津スタディを中心とした 摂津市 との連携協力（ウェルビーイング研究室）



『身体活動ガイドライン研究室』：有疾患者を対象としたレビュー研究
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成果

◆ 糖尿病患者における座位行動と総死亡リスクに関するシステマティックレビュー

1.09倍

Yasuoka, Nakagata, Momma et al. (under review)

◼ 座位行動に関する推奨値を示すには
至らず。

◼ 次期改訂に資するエビデンスの創出を
目指す。

座位時間が増えれば増えるほど
リスクは高い。



『身体活動ガイドライン研究室』：次期改訂に向けたプロジェクト開始
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◼参画者：43名

◼ワーキンググループ（WG）：4つ

✓ 詳細な身体活動関連項目 に関するレビューWG

✓ 対象者 に重点を置いたレビューWG

✓ 身体活動関連項目の 社会的影響 に対するレビューWG

✓ 身体活動関連の 環境や技術 に関するレビューWG

◆ 身体活動ガイドラインの次期改訂を主導する体制の整備

日本運動疫学会プロジェクト研究に採択

システマティックレビューに基づく

『健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023』の改訂に資する

エビデンスの創出

成果



『身体活動ガイドライン研究室』：次期改訂に向けたプロジェクト開始
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詳細な項目

WG

社会的影響

WG

対象者に重点

WG

環境・技術

WG

自由聴講 自由聴講

月1回開催

ガイド作成に関わった先生方

WG連絡会議

勉強会※
（WG連絡会議の前後）

WGリーダー（筆頭著者候補）

運営メンバー（中潟、森山含む）

研究代表者（門間）

参加者

※ 主催：身体活動ガイドライン研究室
 後援：厚生労働科学研究班（ガイドライン案作成）

成果
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『身体活動ガイドライン研究室』：活動量計の妥当性検証
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成果

◆ 国民健康・栄養調査 の歩数調査における新たな歩数計と従来の歩数計との比較研究

国民健康・栄養調査

◼ 2024年から使用される歩数計が変更

◼ 歩数計変更によってどのような影響が
あるか？

?

?

AS-200 EX-200

1,291 歩

目標歩数の見かけ上の達成に繋がる懸念

国民健康・栄養調査（2024）の歩数の平均値は

男性：849 歩 増加
女性：573 歩 増加

中潟ら（論文投稿中）

0

高齢者

~~
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成果
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大阪府での働く世代のフレイル対策の横展開と認知度向上（大阪府からの委託事業）

働く世代に情報を届けるために大阪府下の企業で特定健診に合わせフレイルチェックを実施

⇒働く世代のフレイルの特徴を分析

0 0.5 1 1.5 2

50代以上

40代

30代以下

全体

オッズ比

図．身体活動レベルとフレイルの関連

健診問診票を用いて評価した身体活動

レベルとフレイル該当との関連を検討

身体活動レベルとフレイル該当に負の関連

年代別では30代以下の群で身体活動レベルと

フレイル該当に負の関連

第12回日本サルコペニア・フレイル学会大会
一般演題発表 （筆頭演者：森山信彰）

身体活動レベル：0-3点の連続量で評価

   高得点ほど身体活動レベルが高い

令和7年度の成果：1事業所におけるフレイルチェックの分析

全体：身体活動レベル１点増加でフレイル該当割合
が0.59倍（オッズ比 0.59, 95％信頼区間 0.42-0.81）

『運動疫学研究室』：働く世代を対象としたフレイル研究



成果

地域在住高齢者の身体・認知機能に関する健康調査（令和6年度実施）

摂津市

65歳以上の摂津市民

健栄研

①広報・周知
※個人情報を 
扱わない

②研究
同意

④結果返却

③研究参加
身体・認知機能検査

生活習慣、身体活動・腸内細菌などと認知機能の関連を検討

⑤データ分析

0 0.5 1 1.5

歩数≧6,000 歩/日

MVPA≧40 分/日

標準偏回帰係数 (β)

図１．研究のフロー

➢ フレイル状態にない(ロバストな)高齢者で身体活動の推奨基準*達成と認知機能が関連（図2）

*中強度以上（強度3メッツ以上）の身体活動を1日40分以上、歩数6,000歩以上

（健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023）

図２．ロバストな高齢者の身体活動推奨基準達成と認知機能の関連
（重回帰分析）

第44回日本認知症学会学術集会一般演題発表（筆頭演者：小野玲）

・認知機能：Mini Mental State Examination-Japaneseのスコア

・MVPA ：Moderate to Vigorous Physical Activity

(中・高強度の身体活動)

9

『運動疫学研究室』：地域在住高齢者における身体活動と認知機能の関連



成果
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自治体との協働による災害時ガイドライン改訂等（産官学連携研究センターと共同）

大腸がん患者の身体活動が復職に与える効果の検証：令和7年度は実施の体制の構築

➢ がん患者の社会参加は「がん対策基本法」にも明記される重要な施策

➢ 大阪国際がんセンターとの共同研究により、大腸がん治療後の患者を対象として、

退院後の身体活動が体力ならびに社会参加に与える効果を検証。

➢ 患者が退院後も運動習慣の維持を継続できるような動機づけや環境（社会資源）整備

 に資するエビデンスを得ることをねらいとする。

RQ1 災害後の避難・転居・住環境は、高齢者の身体的・社会的機能にどう影響するか。

RQ2 （特に高齢）被災者の機能低下予防を目的に、どのような介入が行われたか。

スコーピングレビュー：災害後の身体活動の意義に関する国内外の49報を整理中

『運動疫学研究室』：災害研究とがん患者研究の取り組み



『ウェルビーイング研究室』：摂津スタディのデータ運用開始
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18歳以上の摂津市民
（2024年1月25日時点）

n = 73,477

調査表発送
n = 71,909

調査実施
n = 71,680

返送者
n = 14,349

分析対象者
n = 13,282

除外（n = 1,568）
✓ 要介護認定3以上（n = 1,352）
✓ 発送までに死亡、転出者（n = 216）（2025年2月13日）

除外（n = 229）
✓ 宛先不明（3月26日時点）

未返送者（n = 57,331）

除外（n = 1,067）
✓ 対象外（n = 1）
✓ 署名なし（n = 1,065）
✓ 2回回答（n = 1）

投稿中のプロトコル論文に基づく

◆ 摂津スタディのデータ運用開始（13テーマが進行中）

成果



『ウェルビーイング研究室』：摂津スタディのデータ運用開始
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◼摂津市

◼京都大学

◼滋賀大学

◼京都先端科学大学

◼川崎医科大学

◼早稲田大学

◼東北大学

◼一橋大学

◼芝浦工業大学

◼東京医科大学

◼藤田医科大学

◼日本歯科大学

◼ミシガン大学

◼国立循環器病研究センター

◼国立長寿医療研究センター

◼東京都健康長寿医療センター

◼味の素株式会社

研究機関：15

企業：1

成果
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『ウェルビーイング研究室』：摂津スタディのデータ運用開始

第79回日本体力医会大会＠滋賀（2025年9月）第67回日本老年医学会＠千葉（2025年6月）第67回日本老年医学会＠千葉（2025年6月）

11th Asian Conference for Frailty and Sarcopenia＠台湾（2025年10月） 第44回日本認知症学会＠新潟（2025年11月）

成果



『ウェルビーイング研究室』：オフィスワーカーが勤務中に立つ理由の調査
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情報共有

自席に戻る
休憩

会議

その他

3. 解析のイメージ

4. 将来展望

◼ 立ち上がり回数が多い人・部署をロール
モデルとした介入プランの策定

◼ 行動記録アプリの開発

◼ 身体活動への応用（人が身体を動かす理由）

2. 経験的サンプリング法＋客観的評価

傾斜計（activPAL）行動記録票

1. 背景・意義

◼ 様々な座りすぎ・座りっぱなし対策が行わ
れているが、効果的な対策は出ていない。

◼ 人を「立たせたがる」視点に終始。

◼ 人が立つ理由を疎かにしている。

◆ 現代社会で人が立つ理由を明らかにする世界初の試み 大阪府の委託事業

成果



『身体活動研究センター』における今後の取組
今後

15

◆ 科学的根拠を創出する基盤的・開発的研究

✓ 標準的な方法で測定された 身体活動の標準値 の策定

✓ ウェアラブルデバイス利用状況 と 歩数の自覚 に関する実態調査

✓ がん患者 における身体活動・運動の効果検証

✓ 身体活動関連項目と健康およびウェルビーイングに関する 疫学的検証（摂津1st、もとぶ など）

✓ 立つ理由に基づいた 座りすぎ・座りっぱなし対策 の開発

◆ 指針作成、社会実装並びに政策提言に関する研究

✓ 次回改定で活用される システマティックレビュー によるエビデンスの創出

✓ 個別化 を目指した人が動くメッセージの探索（ランダム化 n-of-1 試験の適用）

✓ SNSを活用した身体活動・運動ガイド2023のコンテンツとポイントの紹介（定期投稿）

◆ 国際協力・地域連携

✓ WHO-CC の 外国人招聘研究者 の支援

✓ 大阪府・摂津市・吹田市 との連携に基づく 健康＆防災 に強いまちづくりの推進

✓ 横展開を目指した他の自治体との連携
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